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関東平野に伏在する活断層：北関東測線の例 
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大大特・北関東測線 

青線：既存の深部構造探査測線 

深部構造探査断面と周辺の地質・深井戸を対比
することにより、伏在断層の分布や構造が明ら
かになってきた 

Ishiyama et al., submitted 
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大大特・北関東測線 

青線：既存の深部構造探査測線 

深部構造探査断面と浅層～地表のデータを統合
的に解釈し、伏在断層の発達過程やすべり速度
を明らかにすることができる 

Ishiyama et al., submitted 
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関東平野に伏在する活断層-今後の対象：綾瀬川断層南部 

・推進本部（2000）短い測線の浅層反射断面の不鮮明な下部で
断層がないことを判断 
 
・変動地形の指摘（渡辺、2007など） 
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大大特・北関東測線 

青線：既存の深部構造探査測線 

・中新世の正断層が反転する構造が武蔵野台地
の縁にあることがわかった 
 
・南東延長の構造の有無、活動性を調べる 
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関東平野に伏在する活断層-今後の対象:武蔵野台地北東縁 

武蔵野台地 

y ,

東京都（2002） 



調査対象断層 

H25綾瀬川断層帯南部 

H26武蔵野台地東縁 
（都心部） 

石山ほか（2011）に加筆 石山ほか（2011）に加筆石山ほか（2011）に加筆

H28秦野-横浜沈降帯 

（都心部）
H2H266武蔵武蔵野台野台地東縁
（都心部）

H27武蔵野台地東縁 
（和光-戸田） 

浅層反射・変動地形調
査と既存測線の再解析
を実施し、形状と活動
性を解明 
 
H25 綾瀬川断層帯南部　 
- 推進本部は南部は活断層
ではないと評価したが、
活断層の可能性大 
 
H26 武蔵野台地東縁（都
心部） 
- 活断層が伏在している可
能性 
 
H27 武蔵野台地東縁（和
光-戸田） 
- 活断層が伏在している可
能性 
 
H28 秦野-横浜沈降帯 
- 段丘面の褶曲変形のみ、
活断層が伏在している可能
性大 


